












要 約:昨年度の産後のケアワーカーのニーズ調査により、  「産後の母子支援に必要な援

助を行う、専門的サービス(①産後の心、身への理解と対応ができ、②乳幼児の世話や育

児の指導・相談相手として十分な内容があり、③家事能力にすぐれている。)の担い手と

して、産後のケアワーカーへの期待と役割が大きくなってきている。」という事か明らか

になった。この結果を受けて今年度は、産後のケアワーカー自身の資質と能力の向上、さ

らにサービスの内容の充実を計る為に、産後のケアワーカーの実態を把握し、在り方につ

いて検討する事を目的に、①職業意識、②活動状況、③技能・技術の向上に何が必要か、

また④今後の産後の母子支援サービスの発展に何が必要かについて、全国 24 地域での産

後のケアワーカーを対象に活動意識調査を行なった結果、以下のことがわかった。

(1)専門的サービスの担い手として高い活動意欲を持つ層が多い。

(2)①専門的サービスの担い手として意欲を持つ層ほど、②活動経験の豊富な層ほど、ま

た③今後の活動継続を望む層ほど、教育・研修を強く求めている。

(3)専門的サービスの担い手としての期待に答える為、教育・研修内容として、①沐浴を

含めた赤ちゃんの生理と世話、②産後の母親の心と体、また乳幼児の心と体の発達③母体

の回復や離乳食を考えた栄養面での知識の学びが強く求められている。

(4)専門的サービスの担い手としての、利用者からの期待と役割に答えていく為には、産

褥期専門のカウンセリングの技術を身に付けていく必要があるという意見が大変多くみら

れた。また、業務の中で起こる産後のケアワーカー自身の悩みやストレスを解決し発散し

ていく為の、カウンセリング の窓口の設定も強く求められている。


